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1.1.1.1.    はじめにはじめにはじめにはじめに    

ISaGRAF PROでは作成したプロジェクトを Cソースコードに変換できます。それをコン
パイルし、カーネルに直接組み込むことによって、Target で高速に実行することができま
す。これを Cコンパイル型実行モードと呼んでいます。 

本書では例として実際にNT-Targetでサンプルプロジェクト Project1をCコンパイル型実
行モードで実行するための方法を説明します。 

 
2.2.2.2.    準備準備準備準備    

ISaGRAF PROには Cコンパイルの機能がないため、コンパイラは別途用意する必要があ
ります。NT－TargetではMicrosoft VC++（Ver.5.0以上）を使用します。 

またリンクのためのライブラリは IO開発キット(KDS-PIO) でサポートされていますので、
これをインストールする必要があります。（開発ツールキット(KDS-PRDK) は IO 開発キ
ットを含んでいます。） 

 
◊ 注意：ワークベンチソフト（KDS-PRL,KDS-PRD,KDS-PRU)にはライブラリはサポートされていま
せん。 

 
3.3.3.3.    作業の流れ作業の流れ作業の流れ作業の流れ    

実際の作業の流れは以下の様になります。 

1連の作業はすべてリソースごとに行います。 

 
1.1.1.1.    ターゲット／コード設定をターゲット／コード設定をターゲット／コード設定をターゲット／コード設定を CCCCコンパイル型に変更します。コンパイル型に変更します。コンパイル型に変更します。コンパイル型に変更します。    

2.2.2.2.    CCCCソースコードを生成します。ソースコードを生成します。ソースコードを生成します。ソースコードを生成します。    

3.3.3.3.    CCCCソースコードをコンパイルし、実行ファイルを生成します。ソースコードをコンパイルし、実行ファイルを生成します。ソースコードをコンパイルし、実行ファイルを生成します。ソースコードをコンパイルし、実行ファイルを生成します。    

4.4.4.4.    実行ファイルおよびリソースファイルの名前を変更し、実行ファイルおよびリソースファイルの名前を変更し、実行ファイルおよびリソースファイルの名前を変更し、実行ファイルおよびリソースファイルの名前を変更し、IVCxxxx.exeIVCxxxx.exeIVCxxxx.exeIVCxxxx.exe、、、、ISPxxx01ISPxxx01ISPxxx01ISPxxx01、、、、ISPxxx03ISPxxx03ISPxxx03ISPxxx03、、、、
ISPffe0dISPffe0dISPffe0dISPffe0dを準備します。を準備します。を準備します。を準備します。    

5.5.5.5.    上記ファイルをターゲットのフォルダに格納し、ターゲットを実行します。上記ファイルをターゲットのフォルダに格納し、ターゲットを実行します。上記ファイルをターゲットのフォルダに格納し、ターゲットを実行します。上記ファイルをターゲットのフォルダに格納し、ターゲットを実行します。    
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4.4.4.4.    例例例例) Project1) Project1) Project1) Project1 をををを CCCC コンパイル実行モードで実行するコンパイル実行モードで実行するコンパイル実行モードで実行するコンパイル実行モードで実行する    

4.1. ディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリ構造構造構造構造 
この例では以下のようなディレクトリ構造を取っています。ディレクトリ構造はインスト

ール時の設定などによって異なることがありますので、実際には開発者の作業がしやすい

構造をとってください。 

 

〔ディレクトリ構造〕〔ディレクトリ構造〕〔ディレクトリ構造〕〔ディレクトリ構造〕    

ISaGRAF PROワークベンチは 

D:D:D:D:¥¥¥¥ISaGRAF PROISaGRAF PROISaGRAF PROISaGRAF PRO¥¥¥¥ISaGRAF_PRO_JISaGRAF_PRO_JISaGRAF_PRO_JISaGRAF_PRO_J    

にインストールされています。 

ワークベンチで生成したファイルは 

－－－－¥¥¥¥PrjPrjPrjPrj¥¥¥¥Project1Project1Project1Project1    

の下に格納されます。 

 

IO開発キットは 

D:D:D:D:¥¥¥¥ISaGRAF PROISaGRAF PROISaGRAF PROISaGRAF PRO¥¥¥¥IODev_NTIODev_NTIODev_NTIODev_NT    

にインストールされています。 

 

MakVMC.dswMakVMC.dswMakVMC.dswMakVMC.dswは Makeファイルです。 

Io.txtIo.txtIo.txtIo.txtは IO 開発キットの ReadMe ファイ

ルです。 

－－－－¥¥¥¥IsaKerIsaKerIsaKerIsaKer、、、、IsaSysIsaSysIsaSysIsaSys、、、、LibLibLibLibはライブラリです。。。。 

－－－－¥¥¥¥IsaVmIsaVmIsaVmIsaVmは Make の雛形です。    

－－－－¥¥¥¥CmdsCmdsCmdsCmds はターゲットの実行環境が格納
されており、ここに実行ファイルを組み

込みます。 
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4.2. Cソースコードの生成ソースコードの生成ソースコードの生成ソースコードの生成 
4.2.1. ターゲット／コード設定ターゲット／コード設定ターゲット／コード設定ターゲット／コード設定 

各リソースで、メニューから [ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ]－[ﾀｰｹﾞｯﾄ/ｺｰﾄﾞ設定] を選びます。 

ﾘｿｰｽﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨが開くので、[[[[ﾀｰｹﾞｯﾄﾀｰｹﾞｯﾄﾀｰｹﾞｯﾄﾀｰｹﾞｯﾄ////ｺｰｺｰｺｰｺｰﾄﾞﾄﾞﾄﾞﾄﾞ]]]]で「「「「Structured C source codeStructured C source codeStructured C source codeStructured C source code」」」」を選びます。こ

のとき、｢ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ用ｺｰﾄﾞ｣｢ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ用ｺｰﾄﾞ｣｢ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ用ｺｰﾄﾞ｣｢ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ用ｺｰﾄﾞ｣のﾁｪｯｸははずします。 

また、[[[[実行実行実行実行] ] ] ] で [[[[ｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝ] ] ] ] を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.2.2. アプリケーションコードの生成アプリケーションコードの生成アプリケーションコードの生成アプリケーションコードの生成 

アプリケーションコードを生成します。 
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すると、－¥Prj￥Project1の下に Configとリソース名のフォルダができ、生成されたｺｰﾄﾞ
が収納されます。 

この中で使用するのは Cソースファイル、Cヘッダーファイル、xccファイルです。 
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4.3. Targetへの組への組への組への組み込みみ込みみ込みみ込み 
 

4.3.1. ワークフォルダの準備ワークフォルダの準備ワークフォルダの準備ワークフォルダの準備 

本例では作業をわかりやすくするために …………¥¥¥¥IODevKit_NT IODevKit_NT IODevKit_NT IODevKit_NT の下にワークフォルダを作り、実

行ファイルのビルドなどの作業を行います。実際は、直接 －－－－¥¥¥¥IsaVMIsaVMIsaVMIsaVM 上で作業するなど、自
由な方法で作業ができます。 

① …………¥¥¥¥IODevKit_NTIODevKit_NTIODevKit_NTIODevKit_NT の下に ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ名のワークフォルダ(WProject1WProject1WProject1WProject1)を作成します。 

② WProject1WProject1WProject1WProject1 フォルダに各リソース名のフォルダ（MainMainMainMain、TESTTESTTESTTEST）を作成します。 

③ 各リソースフォルダに…………¥¥¥¥IsaVMIsaVMIsaVMIsaVM¥¥¥¥IsaVMC.dspIsaVMC.dspIsaVMC.dspIsaVMC.dsp をコピーします。最初は読取専用ファイル
となっているので、これを解除しておきます。 

④ 各リソースフォルダにワークベンチで生成した C ソースファイル、C ヘッダファイル
コピーします。 

⑤ 各リソースフォルダにワークベンチで生成した xccファイルの内、以下のファイルをコ
ピーします。 

z ﾘｿｰｽ名_Conf.xcc,_Conf.xcc,_Conf.xcc,_Conf.xcc,    

z ﾘｿｰｽ名_Pou__Pou__Pou__Pou_ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名.xcc.xcc.xcc.xcc    

 

⑥ …………PrjPrjPrjPrj¥¥¥¥Project1Project1Project1Project1¥¥¥¥Config1Config1Config1Config1¥¥¥¥コンフィグ名_NetworkConf.xcc _NetworkConf.xcc _NetworkConf.xcc _NetworkConf.xcc をWProject1にコピーします。 
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4.3.2. 実行ファイルのビルド実行ファイルのビルド実行ファイルのビルド実行ファイルのビルド 

各リソース毎に実行ファイル IsaVMC.exeを作ります。 
 

…………¥¥¥¥IODevKit_NTIODevKit_NTIODevKit_NTIODevKit_NT¥¥¥¥MakVMC.dswMakVMC.dswMakVMC.dswMakVMC.dswを立ちあげて、目的のリソースフォルダの IsaVMC.dspを挿入
します。 
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Cソースファイルと Cヘッダーファイルを挿入します。 

 

ビルドの環境をディレクトリ構造に合わせて変更します。ここでは Release ﾓｰﾄﾞを使用し
ます。 

変更するのは C/C++C/C++C/C++C/C++／ﾌﾟﾘﾌﾟﾛｾｯｻ／ｲﾝｸﾙｰﾄﾞﾌｧｲﾙのﾊﾟｽ／ﾌﾟﾘﾌﾟﾛｾｯｻ／ｲﾝｸﾙｰﾄﾞﾌｧｲﾙのﾊﾟｽ／ﾌﾟﾘﾌﾟﾛｾｯｻ／ｲﾝｸﾙｰﾄﾞﾌｧｲﾙのﾊﾟｽ／ﾌﾟﾘﾌﾟﾛｾｯｻ／ｲﾝｸﾙｰﾄﾞﾌｧｲﾙのﾊﾟｽ、ﾘﾝｸ／ｲﾝﾌﾟｯﾄ／追加ﾗｲﾌﾞﾗﾘのﾊﾟｽﾘﾝｸ／ｲﾝﾌﾟｯﾄ／追加ﾗｲﾌﾞﾗﾘのﾊﾟｽﾘﾝｸ／ｲﾝﾌﾟｯﾄ／追加ﾗｲﾌﾞﾗﾘのﾊﾟｽﾘﾝｸ／ｲﾝﾌﾟｯﾄ／追加ﾗｲﾌﾞﾗﾘのﾊﾟｽ、が

考えられます。また、実行ファイル名は後で変更しますが、ここで直接設定してもかまい

ません。 
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リリースモードでビルドします。 

 

するとワークホルダに IsaVMC.exeが生成されます。 

これをリソース毎に行います。 

 

4.3.3. 実行ファイルとリソースファイルの準備実行ファイルとリソースファイルの準備実行ファイルとリソースファイルの準備実行ファイルとリソースファイルの準備 

いままで生成されたファイルから、ISaGRAF PRO ﾀｰｹﾞｯﾄに組み込むためのファイルを作ります。 
これらはリソース毎に必要です。 
 

IVMxxxx.exeIVMxxxx.exeIVMxxxx.exeIVMxxxx.exe    各リソースの IsaVMC.exeを名前を変えて IVMxxxx.exeIVMxxxx.exeIVMxxxx.exeIVMxxxx.exeとします。 
“xxxx”の部分はリソース番号が 16進数で入ります。 
 

ISPxxISPxxISPxxISPxxx01x01x01x01    リソースフォルダにコピーした、”ﾘｿｰｽ名_Pou__Pou__Pou__Pou_ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名.xcc.xcc.xcc.xcc” を連結して
ISPxxx01ISPxxx01ISPxxx01ISPxxx01にします。 
連結には DOSの copy コマンドの /B オプションが使えます。連結は appli.h 
に書いてある順序で行ってください。 
“xxx”の部分はリソース番号が 16進数で入ります。 
 

ISPxxx03ISPxxx03ISPxxx03ISPxxx03    リソースフォルダの”ﾘｿｰｽ名_Conf.xcc_Conf.xcc_Conf.xcc_Conf.xcc” を ISPxxx03ISPxxx03ISPxxx03ISPxxx03 としてコピーします。
“xxx”の部分はリソース番号が 16進数で入ります。 

 
また、プロジェクトにつき１つ、次のファイルを用意します。 
 

ISPffe0dISPffe0dISPffe0dISPffe0d    ワークフォルダの ”ｺﾝﾌｨｸﾞ名_NetworkConf.xcc_NetworkConf.xcc_NetworkConf.xcc_NetworkConf.xcc” を ISPffe0dISPffe0dISPffe0dISPffe0d としてコピー
します。 

 
 
 



ISaGRAF PROISaGRAF PROISaGRAF PROISaGRAF PRO ～Ｃソースコードの生成と Target への組み込み～                   9/9 

 

 
 

これらの作業はバッチファイルを作って行うと便利です。 

バッチファイルの例バッチファイルの例バッチファイルの例バッチファイルの例    
 
@rem リソース１：MAINの処理 
copy .¥MAIN¥IsaVMC.exe .¥IVM0001.exe 
copy /B .¥MAIN¥MAIN_Pou_ADDITION.xcc+.¥MAIN¥MAIN_Pou_MAIN.xcc+.¥MAIN¥MAIN_Pou_CO
MPLEXTEST.xcc .¥ISP00101 
copy .¥MAIN¥MAIN_Conf.xcc .¥ISP00103 
 
@rem リソース 2：TESTの処理 
copy .¥TEST¥IsaVMC.exe .¥IVM0002.exe 
copy /B .¥TEST¥TEST_Pou_SIMULATE.xcc+.¥TEST¥TEST_Pou_MULTIPLICATION.xcc .¥ISP00201
copy .¥TEST¥TEST_Conf.xcc .¥ISP00203 
 
@rem コンフィグ：コンフィグ１の処理 
copy .¥CONFIG1_NetworkConf.xcc .¥ISPffe0d 
    
    

 
4.3.4. ターゲットの実行ターゲットの実行ターゲットの実行ターゲットの実行 

以上のファイルをﾀｰｹﾞｯﾄﾌｫﾙﾀﾞ(ここでは Cmds) にコピーし、ISaGRAF.exeを実行します。 
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